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新たな子育て支援アプリの導入について 

 

 

１ 趣旨 

  子育て支援情報の発信等のため、平成28年から運用してきた子育て支援アプリの更新

に当たり、国が進める母子保健ＤＸの全国展開などを見据え、新たな子育て支援アプリ

を導入します。 

 

２ 名称等 

  「大垣市 おやこ手帳」（提供事業者：㈱ミラボ 東京都千代田区神田駿河台4-1-2） 

 

３ 特徴 

  アプリでは、子育て支援情報やイベント情報の発信、子どもの健診や成長記録の管理

機能の他、新たに、子どもの成長記録等を家族間で共有できる機能や、ＡＩによる子ど

もの月齢に合わせた予防接種スケジュールの自動作成機能などが追加されます。 

 【主な機能】 

  ①子育て支援・イベント情報の掲載、メール配信・プッシュ通知 

  ②子育て関連施設の検索 

③子どもの健診・成長記録の管理≪拡充≫ 

  ④家族間での情報共有≪新規≫ 

  ⑤ＡＩによる子どもの月齢に合わせた予防接種スケジュールの自動作成≪新規≫ 

  ⑥多言語対応（ポルトガル語、中国語、ベトナム語ほか、計16か国語）≪新規≫ 

  ⑦離乳食材・アレルギー食材チェック機能≪拡充≫ 

  ⑧オンラインアンケート≪新規≫ 
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４ アプリ提供開始 

  令和8年1月6日（火） 

  ※現在の「子育て支援アプリ」は、令和8年3月31日まで運用を続け、利用者にはアプ 

   リのメール配信機能等を用いて新しい子育て支援アプリ「おやこ手帳」への移行を 

   案内します。 

 

５ 今後の展開 

  現在、国において、母子保健ＤＸを進めるため、「電子版母子健康手帳ガイドライン」

が検討されており、今年度中の発出が予定されています。ガイドライン発出後は、関係

機関と連携し、アプリの機能拡充を進めます。 

 

【参考】 

・ 県内のおやこ手帳導入市（R7.10末現在）：山県市、美濃市、瑞穂市、飛騨市 
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参考資料 

 

画面イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


